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大切となる (中野, 2005, 2007；野嶋, 2007)｡
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 
本研究は､ 子どもの権利を尊重した看護の確立に向けて､ 入院中の子ども・家族と看護者との間で行われている 『交
渉』 という現象を明確にし､ 新たな介入論を開発していくことを目的とした｡ 本稿では､ ｢看護者が入院中の子どもと交
渉する際に用いている技術｣ に焦点をあてて報告する｡ 対象者は研究への協力が得られた16名であり､ データは半構成
面接法により収集し､ 質的帰納的に分析した｡ その結果､ 看護者は入院中の子どもと交渉する際に【子どもとの関係性
を保つ】【子どもと看護者双方で意見交換し合意に達する】という５つの技術を用いていることが明らかになった｡ ま
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で役立つ看護介入論を生み出すことができると
考える｡










































で､ ５～９年８名､ 10～14年３名､ 15年以上５
名であった｡ また､ 小児病棟での経験年数は､




































































































































































































































































る｡ 例えば､ ぐずっていたら､ お腹がすいてい






































とであれば､ それは 『じゃあ､ 後で来るね』 と
















































































































し､ 支えるための支援となる (長田, 2004；佐












































る [家族との交渉を経る] ことが､ より良い療
養環境を整える上で大切となる｡
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